
元 気 だ よ り  

Ｈ２８.９.２   岡山県立水島工業高等学校  保 健 室 

夏休みが終わり、２学期が始まりました！みなさん、夏休み

は元気に過ごせましたか？思い出がたくさん作れましたか？ 

夏休みの生活リズムから抜け出せず、体がだるい等、本調子

が出ていない人もいるかもしれません。1 日も早くいつもの

生活リズムを取り戻すために、まずは『早寝早起き』を心が

けましょう！ 

 

１学期の保健室来室状況 （夏休みは除く） 

   

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調子が悪くて来室する生徒の中に、体調不良の原因は『分からない』と答える生徒が多く

います。自分が体調不良となった原因が考えられると、今後の予防ができて良いですよね。 

９月９日は救急の日！ 

その１：救急法講習会を行いました！ 

７月１４日に、日本赤十字社救急法指導員の方を講師に

お招きし、運動部代表生徒と教員を対象に救急法講習会

を行いました。一次救命処置や気道異物除去などについ

て、学びました。参加した生徒は、講習会を通じて、助

ける勇気と自信が持て、良い経験ができたようです。 

その２：一次救命処置について 

みなさん、心肺蘇生法のガイドラインは突然の心停止にみまわれた傷病者の救命率を高める

ために、５年ごとに改訂されることを知っていましたか？心肺蘇生法ガイドライン２０１５

を紹介しますので、必ず確認してみて下さい！ 

傷病者の発生 

↓ 

周囲の観察・全身の観察 

↓ 

反応（意識）の確認 

↓ 

協力者を求め、１１９番通報とＡＥＤを手配する 

↓ 

呼吸の確認 

↓ 

ただちに胸骨圧迫３０回 

↓ 

気道確保・人工呼吸２回 

↓ 

胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰り返す 

↓ 

ＡＥＤ装着 

↓ 

心電図解析（電気ショックは必要か） 

↓            

電気ショック１回    

                ↓ 

直ちに胸骨圧迫を開始 
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保健室利用状況 内科 外科
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例年同様、外科的利用の割合が多かった。 

内科的利用 約 6割 

外科的利用 約 4割  

主に、体育・部活動でのケガが目立つが、

実習中や登校中のケガも多く感じた。 

 

今年度は、１・２年生の利用が多かった。 

利用の割合を見ると、１・２年生は内科と

外科の利用が約半数ずつである。３年生

は、内科利用の方が約６割と多い。 

月別で比較すると、例年通り５月・６月

が多い。 

外科での利用は、体育がもっと多く、 

続いて、部活動中やその他の授業中での

ケガが多い。 

→ 詳しい観察 → 必要なら病院受診 

あり 

あり 

→ 観察を続ける 

なし 

なし 

必要あり   必要なし 

強く（約５㎝） 

早く（100～120回／分） 

絶え間なく 

人工呼吸の技術と意思

があれば行うが、できな

い状況では胸骨圧迫のみ 

死戦期呼吸または判断

に自信が持てないときは

胸骨圧迫を開始する 

協力者がいない場合は、救助

者が１１９番通報し、すぐ近く

にあればＡＥＤを準備する 

※救急隊に引き継ぐまで、また

は普段通りの呼吸や目的のある

仕草が認められるまで続ける。 

 

救急に関する記事を

まとめました！ 



その３：水工のＡＥＤ設置場所について 

水工には、ＡＥＤが２台設置しています。みなさんは、

場所が分かりますか？ 

分からない人は、いざというときにすぐに使えるよ

う、場所の確認をしてくださいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、緊急時には救急車を呼ばなければいけません。ふだ

ん、１１９番通報をする機会は少ないと思います。そのた

め、いざ通報するときには緊張したり、不安に思うと思い

ます。いざというときに備えて、救急車の呼び方の確認を

しておきましょう！ 

 

その４：アイシングについて 

 打撲・捻挫などのけがをしたときの応急処置の基本に「アイシング」（冷却）がありま

す。患部を冷やすことで出血や過剰な反応（発熱・腫れなど）を抑え、ケガによる損傷の

程度を軽くする効果があります。 

 では、けがをした箇所を冷やすときに何を使っていますか？ 

 

 

 

その４：保健委員会活動～掲示物作成 第２弾～について 

１年保健委員は１学期からケガの処置や予防につ

いての掲示物を作成しています。熱中症についての

掲示物に続き、今回はＥ１Ａの保健委員が『心肺

蘇生法について』作成しました。同じく生徒下足

箱のところに掲示しているので見てくださいね！ 

 

 

 

９月以降も残暑が厳しいことが予想されます。熱中症にも引き続き注意しながら、

元気に２学期を過ごしましょう！ 

共通職員室前 体育教官室前 

：続けてしっかり冷やすことができ、冷やしすぎることもなく効果的に 

アイシングができる。 

：冷やせる時間が短い。 

：冷蔵庫用ではそれほど冷やせず、冷凍庫用は冷や

し過ぎて凍傷になることもあるので注意が必要。 


